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山江村議会だより

平成24年第3回山江村議会定例会
　・こんなことが決まりました

　・補正予算の内容

　・一般質問
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　平成24年第3回6月定例議会は、13日から15日までの3日間の会期で開催されました。今回提案されたも

のは、報告2件、承認10件、条例制定3件、同文議決2件、平成24年度山江村一般会計、特別会計の補正予

算3件、陳情1件を審議しました。

　13日に開会し、提案理由説明の後議案審議。14日は一般質問で3名が登壇し、午後は現地調査。最終日

の15日に、提案された全議案について質疑・討論・表決を行ない、平成24年度特別会計簡易水道事業補正

予算及び農業集落排水事業補正予算の一部を修正し他の議案については、原案どおり可決、決定し閉会し

ました。

平成２４年第１回山江村議会定例会平成２４年第３回山江村議会定例会平成２４年第３回山江村議会定例会
平成24年度特別会計（簡水・集排）補正予算を修正可決

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

報告第3号　平成23年度繰越明許費（一般会計）の報告について
　・（一般会計：1億2365万4000円）

報告第4号　平成23年度繰越明許費（特別会計介護保険事業）の報告について
　・（介護保険事業会計：3000万円）

専決処分事項の承認を求めることについて(一般会計補正予算第8号)
　・補正前の額に歳入歳出それぞれ1855万円を追加し、予算総額を30億5625万4000円とす
　　るもの

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計国民健康保険事業補正予算第4号)
　・補正前の額に歳入歳出それぞれ779万9000円を追加し、予算総額を5億3818万9000円
　　とするもの

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計簡易水道事業補正予算第4号)
　・補正前の額から歳入歳出それぞれ57万円を減額し、予算総額を2億9696万6000円とする
　　もの

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計農業集落排水事業補正予算第3号)
　・補正前の額に歳入歳出それぞれ230万円を追加し、予算総額を１億6679万2000円とする
　　もの

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計介護保険事業補正予算第5号)
　・補正前の額から歳入歳出それぞれ4196万2000円を減額し、予算総額を4億3903万7000
　　円とするもの

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計後期高齢者医療事業補正予算第2号)
　・補正前の額から歳入歳出それぞれ166万円を減額し、予算総額を3098万3000円とするも
　　の

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計ケーブルテレビ事業補正予算第5号)
　・予算の総額は既定の額とし、ケーブルテレビ事業費から予備費へ組み替えるもの

専決処分事項の承認を求めることについて(特別会計工業用地等造成事業補正予算第3号)
　・予算の総額は既定の額とし、工業団地造成事業費から予備費へ組み替えるもの

専決処分事項の承認を求めることについて
　・山江村税条例の一部を改正する必要があるので、専決処分したもの

《６月定例議会議案》

議　　　　　　案　 議決の結果

承　認

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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専決処分事項の承認を求めることについて
　・山江村国民健康保険税条例の一部を改正する必要があるので、専決処分したもの

山江村課設置条例の一部を改正する条例の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて
　・山江村課設置条例の一部を改正する条例の施行に伴い関係条例の一部を改正するもの

山江村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
　・住民基本台帳法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正するもの

山江村手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
　・住民基本台帳法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正するもの

熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
　・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更「熊本市」の次に「東区」を加えるもの

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について
　・熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更「熊本市」の次に「東区」を加えるもの

平成24年度山江村一般会計補正予算（第1号）
　・補正前の額に歳入歳出それぞれ2092万2000円を追加し、予算総額を28億7092万2000
　　円とするもの

平成24年度特別会計簡易水道事業補正予算（第1号）
　・補正前の額に歳入歳出それぞれ500万円を追加し、予算総額を1億2100万円とするもの

平成24年度特別会計農業集落排水事業補正予算（第1号）
　・補正前の額に歳入歳出それぞれ510万円を追加し、予算総額を1億6110万円とするもの

学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情書

議員派遣の件

閉会中の継続審査申出書
　（総務常任委員会、経済建設常任委員会、議会運営委員会、議会活動調査検討特別委員会）

議　　　　　　案　 議決の結果

承　　認

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

修正可決

〃

採　　択

原案可決

〃

平成24年度　一般会計補正予算（第1号）
■ 歳　入 【単位：千円】

款 補正前額 補 正 額 合　計 説　　　　明

335,979

172,028

112,971

11,115

2,850,000

△1,755

3,881

18,600

196

20,922

334,224

175,909

131,571

11,311

2,870,922

児童手当・コミュニティスクール導入推進委託金

児童手当・地域支え合い体制づくり事業補助金

繰越金

農地・水保全管理支払事業返納金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

諸 収 入

歳　入　合　計
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■ 歳　出 【単位：千円％】

補正前額 補 正 額 合　計

本年度予算額の財源内訳

国県支出金 地方債

特　定　財　源

その他
一般財源

481,324

619,948

325,218

317,581

16,096

427,709

170,545

1,200

2,850,000

1,000

8,310

3,078

4,062

10

870

2,439

1,153

20,922

0

3,752

0

△2,346

0

0

720

0

2,126

482,324

628,258

328,296

321,643

16,106

428,579

172,984

2,353

2,870,922

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

296

0

0

0

0

296

1,000

4,558

3,078

6,112

10

870

1,719

1,153

18,500

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費

歳 出 合 計

款

【単位：千円】

補正前額 補 正 額 合　計

本年度予算額の財源内訳

国県支出金 地方債

特　定　財　源

その他
一般財源

5,000

5,100

10,100

116,000

156,000

272,000

121,000

161,100

282,100

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5,000

5,100

10,100

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

合 計

平成24年度特別会計予算平成24年度特別会計予算

会　　　計

西
　
孝
恒
　
議
員

・
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
農
業
用
水
保
全
の
課
題
に
つ
い
て

・
本
村
の
史
跡
や
名
勝
等
へ
の
歩
道
の

　
現
状
及
び
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

質
問 

 

国
保
医
療
費
増
加
の
対
策
と
し
て
健
診
受
診

率
の
大
幅
向
上
と
共
に
、
自
分
の
健
康
管
理
や
カ
ル

テ
と
し
て
活
用
で
き
る
健
康
手
帳
の
配
布
計
画
は
な

い
か
。

答
弁
　
本
村
の
国
保
運
営
状
況
は
先
月
の
区
長
会
で

も
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
危
機
的
状
況
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
た
っ
し
ゃ
か
健
康
づ
く
り
総
村
民

運
動
」
を
進
め
て
い
る
。
健
康
手
帳
に
つ
い
て
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
う
の

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
そ
の
中
で

検
討
し
た
い
。

質
問
　
山
江
村
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
わ
い
わ

い
ク
リ
ス
ポ
や
ま
え
」
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
　
地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
元
気
あ
ふ
れ
る

村
づ
く
り
と
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
５
部
門
、
一
般
の
部

に
４
部
門
が
組
織
化
さ
れ
、
様
々
な
大
会
も
開
催
さ

れ
て
い
る
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
部
活
と

し
て
連
携
し
た
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
食
生

活
面
か
ら
家
庭
で
の
食
事
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

専
門
家
に
よ
る
指
導
を
考
え
て
い
る
。
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質
問  

農
業
用
水
保
全
に
つ
い
て
、
松
本
議

長
の
一
年
前
の
質
問
に
対
す
る
調
査
結
果

は
。

答
弁 

万
江
川
5
箇
所
、
山
田
川
8
箇
所
、

西
川
内
川
11
箇
所
、
下
払
川
３
箇
所
の
27

箇
所
で
そ
の
構
造
は
、
自
動
転
倒
堰
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
固
定
堰
、
自
然
堰
を
利
用
し

た
堰
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
９
箇
所
は

近
い
将
来
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

村
長
　
農
業
も
高
齢
化
に
な
り
、
深
刻
化

し
て
い
る
。
国
、
県
の
管
理
下
で
あ
る

が
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
で
き
る
こ

と
を
協
力
し
あ
っ
て
乗
り
切
る
必
要
が
あ

る
。

質
問 

今
整
備
が
必
要
な
堰
や
近
い
将
来
整

備
が
必
要
な
堰
に
つ
い
て
。

答
弁 

永
田
井
手
の
頭
首
工
は
、
油
圧
系
統

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
他
の
堰
は
担
当

課
の
判
断
で
あ
る
が
、
年
度
計
画
を
立
て

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問 

本
村
の
名
勝
等
へ
の
歩
道
の
安
全
対

策
や
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

答
弁 

千
畳
の
滝
に
限
ら
ず
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
早
急
に
安
全
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
罰
則
が

あ
る
の
で
、
現
在
そ
の
警
告
の
入
っ
た
看

板
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

山田川の堰

丸岡公園の展望台付滑り台

・
登
下
校
中
に
お
け
る
安
全
対
策
等
に
つ
い
て

・
丸
岡
公
園
の
施
設
活
用
に
つ
い
て

岩
　
山
　
正
　
義
　
議
員

質
問 

京
都
府
亀
岡
市
、
千
葉
県
館
山
市
、

愛
知
県
岡
崎
市
で
狭
い
道
路
や
バ
ス
停
、

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
集
団
登
校
中

の
児
童
の
列
に
軽
自
動
車
が
突
っ
込
み
、

多
く
の
死
傷
者
が
で
る
悲
惨
な
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
の
安

全
対
策
は
。

答
弁
　
学
校
・
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
危
険

箇
所
を
確
認
し
、
学
校
か
ら
子
供
へ
交
通

安
全
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
登
校
時
は

地
区
単
位
の
集
団
登
校
、
下
校
時
は
終
業

時
間
が
違
う
の
で
友
達
同
士
で
帰
っ
て
い

る
。
ま
た
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の

方
81
名
に
よ
る
児
童
生
徒
の
安
全
や
防
犯

の
協
力
を
も
ら
っ
て
い
る
。

教
育
長
　
登
下
校
の
安
全
に
は
非
常
に
危

惧
し
て
い
る
。
危
険
箇
所
等
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
の
調
査
を
も
と
に
、
通
学
路

の
安
全
点
検
・
安
全
確
保
に
努
め
て
い

く
。

質
問 

道
路
管
理
者
と
し
て
の
安
全
対
策

は
。

答
弁
　
学
校
・
保
護
者
と
協
力
し
危
険
箇

所
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
交
通
安
全
対

策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
免

許
取
得
者
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、
交
通

安
全
協
会
、
行
政
が
一
緒
に
な
り
啓
発
活

動
・
街
頭
指
導
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。

質
問
　
丸
岡
公
園
に
、
展
望
台
の
付
い
た

滑
り
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
永
年
使

用
中
止
の
放
置
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
使

え
な
い
施
設
は
イ
メ
ー
ジ
的
に
悪
い
と
思

う
が
、
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
公
園

を
訪
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　
県
観
光
統
計
調
査
で
施
設
全
体
の

利
用
者
は
、
21
年
度
１
０,
３
０
１
人
、

22
年
度
９,
５
０
３
人
、
23
年
度
９,
３
６

０
人
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
展
望
台
付
滑
り
台
は
、
何
年
に
ど

う
い
う
事
業
で
建
設
さ
れ
て
、
い
つ
か
ら

使
用
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
か
。

答
弁 

 

平
成
元
年
に
県
の
補
助
事
業
に
よ

り
建
設
し
た
が
、
傾
斜
が
急
で
怪
我
を
す

る
子
供
が
あ
り
、
平
成
13
年
に
柵
を
設
置

し
使
用
を
中
止
し
て
い
る
。

質
問
　
補
助
事
業
な
ら
改
修
し
使
用
す
る

の
が
当
然
と
思
う
。
も
し
改
修
出
来
な
い

な
ら
撤
去
と
い
う
方
法
も
あ
る
と
思
う

が
。

答
弁
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
あ
り

償
却
年
数
が
40
年
と
な
っ
て
い
る
た
め
処

分
に
は
制
限
が
か
か
る
の
で
、
改
修
あ
る

い
は
撤
去
も
含
め
て
県
と
協
議
し
対
策
を

検
討
す
る
。
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・
行
政
施
策
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
単
独
補
助
事
業
の
状
況
と

　
交
付
に
係
る
関
連
規
定
及
び
特
定
不
妊

　
治
療
費
助
成
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

中
　
竹
　
耕 

一 

郎
　
議
員

質
問  

笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
推
進
事
業
、
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
祝
い
金
支
給
事
業
、

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
小
さ
な
産

業
づ
く
り
事
業
、
地
域
材
活
用
促
進
支
援

事
業
、
特
産
品
等
出
展
事
業
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
は
全
地
区
申
請
が
あ
る
。
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
祝
い
金
事
業
は
、
本
年
度

38
名
該
当
見
込
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

金
は
２
件
予
定
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で

は
申
請
な
し
。
小
さ
な
産
業
づ
く
り
事
業

は
１
８
０
万
円
計
上
し
て
い
る
が
１
件
の

問
い
合
わ
せ
、
地
域
材
活
用
促
進
支
援
事

業
は
５
月
末
で
３
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

特
産
品
等
出
展
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
件

の
申
請
が
あ
り
交
付
決
定
を
行
っ
た
。

質
問
　
小
さ
な
産
業
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
は
、
４
年
目
に
な
り
新
鮮
味
が
な
い
の

で
は
？
再
点
検
し
事
業
を
見
直
す
必
要
は

な
い
か
。

答
弁
　
限
ら
れ
た
予
算
で
あ
り
行
政
と
地

域
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
展
開

す
る
。
小
さ
な
産
業
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
は
、
費
用
対
効
果
を
精
査
す
る
。
結
果

次
第
で
は
新
事
業
の
企
画
を
し
、
住
民
福

祉
の
た
め
に
充
実
し
た
制
度
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
。

質
問
　
事
業
の
根
拠
法
令
に
つ
い
て
、
ど

の
判
断
基
準
で
条
例
、
要
綱
を
制
定
し
た

の
か
。

地域材活用住宅

答
弁 

個
人
に
交
付
す
る
補
助
金
等
に
つ

い
て
は
条
例
と
し
、
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
は
県
の
要
綱
に
準
じ
て
制
定

し
た
。

質
問
　
条
例
、
規
則
、
要
綱
は
自
治
体

と
住
民
と
の
契
約
で
あ
り
、
効
果
が
あ

る
か
、
賛
成
さ
れ
る
か
、
財
政
的
に
対

応
で
き
る
か
等
把
握
し
た
上
で
制
定
し

て
い
る
か
。

答
弁 

今
ま
で
の
条
例
、
規
則
、
要
綱
等

見
直
し
、
時
代
に
沿
っ
た
制
度
に
取
り

組
む
。

質
問 

 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
予

算
、
補
助
対
象
等
の
決
定
根
拠
に
つ
い

て
。
県
の
助
成
制
度
も
あ
る
が
、
県
と

村
双
方
に
申
請
で
き
る
か
？
５
年
間
継

続
で
き
る
の
か
？

答
弁
　
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
決
定
し

た
。
県
と
村
の
両
方
に
申
請
で
き
、
５

年
間
継
続
で
き
る
。
助
成
申
請
は
、
毎

年
申
請
す
る
こ
と
と
す
る
。
助
成
額
は

適
切
と
考
え
る
。

質
問 

　
５
年
間
継
続
助
成
事
業
で
あ
る

が
、
予
算
措
置
で
き
る
か
？
自
治
法
規

定
に
よ
る
債
務
負
担
行
為
議
決
は
必
要

な
か
っ
た
か
？

答
弁 
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
先
例
等
十

分
検
討
し
対
応
し
た
い
。

要
望 

要
綱
整
備
の
段
階
で
条
文
を
工
夫

さ
れ
、
効
果
的
な
事
業
遂
行
に
あ
た
っ

て
欲
し
い
。

広報編集特別委員会

県南地域活性化シンポジウム

議会全員協議会

山江村遺族会慰霊祭・総会

山江村文化協会総会

山江村農業再生協議会総会

人吉下球磨消防組合議会臨時会

議会委員会室

八代市

議会委員会室

村内

熊本市

村内

役場会議室

人吉下球磨
消防本部

４月16日

４月17日

４月20日

４月21日

4月22日

4月26日

5月2日

5月7日

月 日　　　　　行　　　　事 場　所 月 日　　　　　行　　　　事 場　所

第8師団創隊50周年及び
北熊本駐屯地開設65周年記念式典

議会の主なうごき
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議会の主なうごき

熊本県町村議会議長研修

５月定例球磨郡
町村議会議長会議

山江村シルバー人材センター
定期総会

・山江中学校運動会・畜霊祭
・山江村肉用牛振興会総会

山江村老人クラブ連合会総会

人吉下球磨消防組合
議会研修

・議会全員協議会
・黎明館開所式

下球磨町村議会議長連絡協
議会

山江村体育協会総会

山江村自衛隊父兄会総会

五木村議会研修対応

九州治水期成同盟会
第55回定期総会

・新議員研修会
・山江村商工会総会

・山田小学校運動会
・熊本丸岡会

国道219号線整備改良
促進期成同盟会総会

・全国町村議会議長
　副議長研修

議会運営委員会

6月定例球磨郡町村議会議長会議

平成24年第３回山江村議会
定例会

人吉地区防犯協会連合会評議
員会

元水上村長成尾政紀氏叙勲受
章祝賀会

・県道相良人吉線改良貫通
　促進期成会総会

・第1回山江村消防ポンプ操
　法大会

・第8回議員全員協議会

県庁繊月会

山江村ボランティア連絡協議
会総会

平成24年第4回山江村議会
臨時会

災害現地調査

三期成会合同定期総会

7月定例球磨郡町村議会議長会議

第43回県南地区商工会青年
部合同研修会

・全国森林環境税創設促進
　議員連盟第19回定期総会
・球磨郡町村議会議長研修

・議会全員協議会（災害現地調査）
・議会広報編集特別委員会

熊本市

湯前町

村内

村内

村内

東北方面

村内

人吉市

村内

村内

農村環境改善センター

宮崎県都城市

宮崎県西都市

東京都

議会委員会室

人吉市

議事堂

人吉警察署

錦町

・農村環境改善
　センター

・役場駐車場

・議会委員会室

熊本市

村内

議事堂

万江大川内地区

人吉市

相良村

温泉ほたる

北海道

・万江地区
・議会委員会室

5月9日

5月10日

5月11日

5月13日

5月16日

5月16日
  ～18日

5月17日

5月18日

5月19日

5月20日

5月22日

5月24日

5月25日

5月27日

5月28日

5月29日
  ～30日

6月5日

6月7日

6月13日
  ～15日

6月19日

6月23日

6月26日

6月27日

6月28日

6月29日

7月3日

7月5日

7月6日

7月7日

7月10日
  ～13日

7月13日

月 日　　　　　行　　　　事 場　所 月 日　　　　　行　　　　事 場　所

・熊本市
・村内

・山田小
・熊本市



万江川（神園地区） 淡島裏参道橋

柚木川内橋 万江大川内地区
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毎
年
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
ど
の
く
ら
い

の
雨
量
が
シ
ー
ズ
ン
中
に
降
る
の
か
気
に
な
り
ま

す
。
特
に
最
近
は
地
球
温
暖
化
に
よ
り
異
常
な
大
雨

に
よ
る
災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
中
に
、
本
村
で

も
今
年
は
例
年
に
な
い
豪
雨
が
続
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
６
月
下
旬
に
は
村
道
大
川
内
〜
萩
線
で
山
崩
れ

が
生
じ
て
通
行
不
能
に
な
り
、
ま
た
万
江
大
川
内
地

区
で
も
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
す
ぐ
近
く
の
家
屋
の

方
も
大
変
な
恐
怖
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
の
冠
水
や
農
業
用
水
の
堰
も
固
定
堰

以
外
は
流
れ
て
し
ま
い
、
各
地
区
の
皆
様
も
復
旧
作

業
に
何
度
も
ご
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
と
き
は
ま
だ
梅
雨
の

さ
な
か
で
あ
り
ま
し
て
、
気
象
予
報
で
は
「
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
す
で
に
床
上
浸
水
や
万
江
川

堤
防
決
壊
の
事
態
に
自
然
の
驚
異
を
再
認
識
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
心
か
ら
大
雨
災
害
の
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
改
め
て
防
災
に
つ
い
て
地
域
の
皆

様
、
行
政
、
専
門
業
者
の
方
や
議
会
他
一
致
結
束

し
、
今
回
の
実
状
を
教
訓
に
今
後
の
防
災
対
策
に
活

か
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
は
更
な
る
山
江
力

の
為
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
し
て
「
だ
ん

だ
ん
な
あ
」
と
い
た

し
ま
す
。

（
文
責 

西 

孝
恒
）

議
会
広
報
委
員中

竹
　
耕
一
郎

西
　
　
孝
　
恒

秋
丸
　
安
　
弘

谷
口
　
予
志
之

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

　

〃

　

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

災害現場を緊急調査災害現場を緊急調査災害現場を緊急調査災害現場を緊急調査
　7月12日に九州北部を襲った豪雨により山江村内も万江地区を中心に被災しました。特に今回は12

日午前10時から2時間に亘り80ミリを越える記録的な時間雨量を記録し、万江川が氾濫し家屋の浸水

被害や堤防の決壊、道路への土砂流出により交通が寸断されました。これを受けて議会では、翌13

日に緊急に全員協議会を開催し現地調査を実施して今後の対応を協議しました。


